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　自分 の 記事の 反響 に ニ ュ
ー マ ン が驚 い た とい うこ とは 、 彼の 精神の 単純 さ

を証明 して い る 。 教育水準の 高 くない 学校 出身の 反対者 た ちは 、 その 単純 さ

を い つ も腹黒 さ と取 り違えて い た 。

　 「consult と言 う言 葉の 擁護 者 は成 功 しなか っ た ．。．．そ の 言葉 は 『ラ ン ブ

ラ
ー』に神学 につ い て書 い た信徒を弁護する ため に使 われた もの と理解 され 、

『ラ ン ブ ラ
ー
』の 前任者を擁護す る 論拠 と して 使わ れ た に 過 ぎない 」 と考え

た と7月3日付 けの 手紙で ウ ラ ソ ン は書い た 。 ジ ョ ン ソ ン の 辞書 を引用 して 、

英語で もラ テ ン 語で も、 その 言葉 の 第一 義 は 「忠告 を聞 く」 とい うこ とで 、

ニ ュ
ーマ ン は そ れ を比喩的で 、 二 義的な 「考慮 を払 う」 と言 う意味 で 使 っ て

い る と、彼 は 主張 した 。

　マ ニ ン グ は9月22日付けの 手紙で 反応 して い る が 、 そ の 穏 や か で 同情的な

調子 は 、 後の 展開に 照 ら して み る と特 に 興味深 い 。 「図 書室 で 交 わ した 『ラ

ン ブ ラ ー 』の 記事 に つ い て の 会話 を何度 も思 い 出 し ます 。 教会で の 聖 霊 の 働

きに つ い て 説教 を書 い て 出版 さ れ た ら よ い と思 い ます 。 そ こ で 、 『ラ ン ブ

ラ
ー』で 「歴 史 に お い て」

一
般読者 を混 乱 させ た もの を 「神学 にお い て 」 明

らか に す る こ とが で きます」 と 。

　喧嘩好 きな ジ ロ ウ博士 が 、 今回は 、 ロ ー
マ の 布教 聖省の 長官ベ デ ィ

ー 二 大

司教 に手紙 を書 い た ニ ュ
ー ポ ー トの ブ ラ ウ ン 司教 と再登場 した 。 彼 は バ ー ミ
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ン ガ ム と ロ ン ドン の オ ラ トリオ の 不穏 な影響力か ら始め て い る 。 そ こ で は

「昔か らの カ トリ ッ ク 」 よ りも改宗者がい っ ぱ い で
、 プ ロ テ ス タ ン ト的な考

えや 感情 を助長す る
一

方 、 「改宗者 に は きわ め て 重要 なカ トリ ッ ク精神の 養

成は ほ とん ど望 め ない 」 と書い て い る 。

　次 に 『ラ ン ブ ラ
ー

』の 記事 に 言及 し 、 本文 の 75ペ ージ か ら77ペ ー ジの 問題

の 議論 を取 り上 げて い る 。 ブ ラ ウ ン 司教 が 「ニ ュ
ー

マ ン博士 の 意見へ の 反論

を出版すべ きだ 」 と手紙 の 中で ジ ロ ウ 博 士 に 提 案 した とい っ て い る が 、

「ニ ュ
ー マ ン に答 え よ うと考えた が 、 当局 の もっ と高位の 人が返答すべ きも

の に 関わ るな と忠告 され たの で 、 ジ ロ ウ は 『不 満足 な返 答 を受 け取 っ て 』 と

い う題 で 、
ニ ュ

ーマ ン に書 い た」 と：返事 して きた 。 「多分 、
ロ ー マ 教 皇庁 が

こ の
一

件 を扱 うの が最 善で す 。 改 宗者 の 中で 最 も優 れ て い る とみ な され る人

が 、 今で は カ ル ヴ ィ ン 派が書 い た もの とみ まが う主張や議論 を出版す るの を

見 る の は非常 に 辛い こ とで す」 と 。 返事は な か っ た 。 そ れ で 司教 はジ ロ ウの

こ の 手紙 につ い で 、 10月30日付 けの 手紙 を送 り、 そ こ で 、
ニ ュ

ー マ ン の 命題

と証 明を詭弁的で
、 不正 直だ と述べ る だ けで な く、 明 白な信仰の 影響 に関す

る論文 の 最後 に 出て くる議論 を 「先行 する どの よ うな もの に も劣 らず 、
い や 、

ある点で は それ 以上 に悪 い 」 と非難 して い る 。

　彼 は ジ ロ ウ の 手紙 か らの 抜粋 も取 り入 れ て い る 。 ジ ロ ウ は 、
こ の 記事 を

「現代 の もっ と も警告 すべ き現 象」 と し、 「昔 か らの カ トリ ッ ク 信徒 に 、 何 を

信頼 すれ ば よ い か わか らな くさせ て い る」 と言 っ た 。 また 「こ の 記事の た め

に 、 昔 か らの カ トリ ッ ク 信者 と改宗者 の 溝 が い っ そ う大 きくな っ た 。 私 に は

改宗者 た ちが カ トリ ッ ク教 会の 中 に受け入 れ られ て 以 来 、 そ の 溝 を大 き くし

続けて きた よ うに さえ思 わ れ る 。 彼 らは 党派心 が 強 く．．．． カ トリ ッ ク の 出

版の 主 要 な部分 を手 に 入 れ た 。 も し、 今の よ うに 、 亀裂 が 大 きくな り続 ける

な らば 、 将来 、 悲 しい 結果 を見 る こ とにな る だ ろ う」 と述べ て い る 。

　ブ ラ ウ ン 司教 の 三番 目の 手紙で は
、 問題 に され た文章が ラテ ン 語 に訳 され
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て い る
一 こ れが 神学 的正確 さをい っ そ う期 す る た め だ と考 える と皮肉な こ と

だ。
とい うの は 、 彼 は 「司教 の 集 ま り」をCorpus　Episcoporumとまた 、 「

一
般

の 協議会」 をConcilia　Oecumenicaと訳 し、 ラ テ ン 語 の 意味 で 取 る と、 実に異

端すれすれ とい える か もしれ ない か らで あ る

　布教聖省が こ の 件を取 り上 げ 、 その 年の 終わ りに ウ ラ ソ ン 司教が ロ ーマ に

滞在 した折、彼 は バ ル ナ ボ枢機卿 とそ の 件につ い て意見を交 わ した 。 枢機卿

は ブ ラ ウ ン 博 士 の 手紙 を見せ て 問題 の 箇 所 を示 し 、 「こ れ はサ ン ス ク リ ッ ト

語 で は ない ね」 と言 うこ とで 、 「あの 箇所 を彼 は完全に わか っ て い る と私 は

思 い ま した」 と言 い
、 「教 皇が ひ ど く苦 しん で い る 」 と付 け加 えた 。 ウ ラ ソ

ン はバ ル ナボ の 要請 を受けて 、
ニ ュ

ーマ ン の 注意 を向けさせ る こ とを約束 し 、

1860年1月イ ン グ ラ ン ドに戻 る とす ぐに実行 した 。
ニ ュ

ーマ ン は ウ ラ ソ ン と

会 っ て ロ ーマ 在住 の ワ イズ マ ン に 1月17 日付 けの 手紙 を送 り、 そ の 中 で 異議

を唱 えられ た 箇所 の リス トとバ ル ナ ボ枢機卿 の 読 んだ訳 の コ ピー と 、 抵触す

る と思 わ れ る教義上 の 命題 とを送 る よ うに依頼 した 。 そ うすれ ば 、
ニ ュ

ー
マ

ン は こ の 教義上 の 命題 を受け入 れ 、 守 る こ と を公 言 し 、 また 、
こ の 教 義 に

従 っ て 彼の 議論を厳密に説明 し 、 教義が原文 とま っ た く矛盾 しない こ とを明

らか に しよ うと約束 した 。

　 ニ ュ
ー

マ ン の 手紙 を受け取 っ た と き 、 ワ イ ズ マ ン に は 「司 教 区や教 区民 と

関係 の あ る少 な くと も12の 懸案 が あ り 、 で きる な ら ロ ー マ を去 る前 に解決 し

な けれ ばな らなか っ た 。 」 こ の 手紙 が 明 らか に して い る の だが 、 こ れ らの 懸

案が心 に重 くの しか か り、彼 は論争 の 理 由を十分理解 で きなか っ た 。

　　「『ラ ン ブ ラ
ー
』の 最近号 に大い に 心が 痛む 。 ウ ラ ソ ン 博 士 が ニ ュ

ー マ ン

博士 との 和解の 使命 を受けて い る 。 も し彼 が 望 む な ら、 ニ ュ
ー

マ ン は 適切 な

記事 を書 くだ ろ う 。 私 は で きる か ぎ り穏 や か に また 円満 に話 して きた が 、 私

に は わ か ら ない の で 根本 の 問題 には まだ触 れ て い ませ ん 。」そ の 後に 「こ の

手紙で す っ か り疲れ て しま っ た」 と付 け加 えて い る の は 意味深長 で ある 。 し
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か しワ イ ズ マ ン は ニ ュ
ー

マ ン の 要請 を布教 聖省 に伝 えた に ちがい ない
。 とい

うの は 、 『ラ ン ブ ラ ー』 の 記事 の 異議 を は さまれ た箇所の リス トを、 1月30日

に彼 は受け取 っ た か らで ある 。 彼 は こ の リス トをニ ュ
ー マ ン に 渡 さなか っ た

の で 、
ニ ュ

ー
マ ン は5月7日に マ ニ ン グ か ら手紙 を受 け取 る まで 、 何 も聞か さ

れ て い なか っ た 。 その 手紙 に は 次の 一
節が あ っ た、 「枢機卿か ら よろ し くと

の こ とで す 。 また彼が 戻る まで待つ 方が よい とい っ て お られ ます 。 そ の 時手

紙 の 件で あ なた が納得 で きる解 決 を し たい と望 ん で お られ ます。」

　 しか し 、
ニ ュ

ー マ ン は ワ イズ マ ン か らもマ ニ ン グか らもそ れ 以上何 も聞か

ず 、 1861年6月 に は ロ ー マ も苛 立 っ て きた 。
バ ル ナ ボ は ウ ラ ソ ン に 「ニ ュ

ー

マ ン神 父 は約束 に した が っ て い る だ ろ うか 。 あな た は 『ラ ン ブ ラ ー
』の 最近

の 記事 につ い て ど う思 うか ？」 と手紙で 尋 ね た 。
ニ ュ

ー
マ ン が何故 その 時 そ

の 場 で 、 直接返事が で きな か っ た の か 理解 しが たい
。 その 代わ りに 、 1862年

の 冬 、 ウ ラ ソ ン が もう
一

度 ロ ーマ で ニ ュ
ー

マ ン の た め に 「こ とをお さめ よ う」

と して い る こ とが 手紙 か らわ か る 。 1867年5月 に オ ラ トリ オ 会 の セ ン ト ・

ジ ョ ン と ビ トル ス トン の 両 神父が ロ ー マ を訪れ た と き、 よ うや く事態 は 転機

を迎 えた 。

　 「あの 時か ら、 あ らゆ る種類の 疑惑 と中傷が 、 私 につ い て まわ っ た 。 また 、

オ ラ トリオ会の 学校 の 創設 以 来、 疑惑 と中傷 は い や増 し 、 学校 に対 して も向

け られ た．．．．こ れ ほ ど不 当な扱い をす る 社会 か ら身 を さけ る 」 と ニ ュ
ー マ ン

は書 い た 。

　彼 が どの 程度 身 を引 い て い た の か は 、 1874年の 覚書 か ら うか が え る 。 『ラ

ン ブ ラ ー
』の 論争が起 こ っ た1859年 まで 、 彼 は ほ とん ど 、

一 年 に
一

冊 、 本 を

書 い て い た 。 そ の 時か ら1874年 ま で に彼 が書 い た の は 3
，
4冊 で ある 。 「1859

年か ら1864年まで 私 が 書 か な か っ た の は 『ラ ン ブ ラ ー』 で の 失敗 に原 因が あ

る 。 窮地 に 陥 っ た の で 、 沈黙 すべ き と私 は 思 っ た 。 もしタ ル ボ ッ ト枢機 卿

（大司教 ）が ロ ー マ の 代弁者で ある な ら 、
ロ

ー
マ の 入た ち も同 じよ うに思 っ
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て い る とい うこ とだ 。 とい うの は 1867年 『ア ポ ロ ギ ア 』 に言及 して 、 彼 は 、

私 につ い て 『彼が書 くこ と をや め た の で 、 厄介払い がで きた と思 っ て い た の

に 、 何故 また書 き始 め た の か』 とア ン ブ ロ ー ズ に言 っ た 。 私の 宗教 活動に つ

い て 、 タ ル ボ ッ トが 1867年 に考えた こ と を 、 私 自身は 1860年に すで に 予想 し

て い た 。」

　ニ ュ
ー

マ ン が誇張 して い なか っ た こ とは
、 同年の タ ル ボ ッ トの マ ニ ン グ宛

の 手紙で わ か る 。 そ の 手紙は ノ ー
フ ォ

ー ク卿 を 中心 とす る200人 ばか りの 信

徒が署名 した ニ ュ
ー

マ ン へ の 請願文 に 関す る もの で 、 請願 文に は 厂あ なた に

向け られ るあ らゆ る攻撃は こ の 国の カ トリ ッ ク教会に 傷を与える もの と感 じ

て い る」 とい う文章が入 っ て い た 。 タ ル ボ ッ トは手紙 の 中で 、 「も しイ ン グ

ラ ン ドの信徒 を抑 えな けれ ば 、 彼 らが 聖座 と司教 た ちに とっ て 代わ り、 英国

カ トリ ッ ク教会 を支配する こ とに な る だ ろ う」 と言 っ て い る。

　 『ラ ン ブ ラ
ー
』の 記事以 来 「ニ ュ

ー
マ ン 博士 の 上 に は暗雲が かか っ て お り 、

そ れ 以 降彼 の どの よ うな著作 も、 そ の 雲 をは ら して い ない の は確かで あ る 。 」

信徒 につ い て 、 「彼 らは本性 を見せ 始め て い る ．．．．ニ ュ
ーマ ン が 『ラ ン ブ ラ

ー
」

の 記事で 教 えた教義を 、 彼 らは実践 して い る に 過 ぎな い 」 と タル ボ ッ トは続

けて い る 。 そ れ か ら 、 あの 有名 な問い を投げか けて い る 、 「信徒の 領域 は 何

か 。 狩猟 し、矢を射 、 楽 し む こ とだ 。
こ の よ うな こ とな ら彼 らは 理解す るが、

教会 に 干渉す る権利 は ない 。 こ の ニ ュ
ー マ ン の 事 件 は完全 に 教会の こ と な の

だ ．。L．ニ ュ
ー

マ ン博 士 は イン グ ラ ン ドで もっ とも危険な人物で あ る 。 司教方

に反対す る た め に彼 が信徒 を利用 して い る の が お わ か りで あろ う。」

　 1867年4月、 オ クス フ ォ
ー ドに オ ラ トリオ会の 家を創 ろ うと して 生 じた誤

解 を解 くた め に 、
ニ ュ

ー マ ン は セ ン ト ・ジ ョ ン 師 とビ トル ス トン 師を ロ ーマ

に 送 っ た 。
こ の 訪 問の 目的は 、 まず、 ニ ュ

ー
マ ン の 正統性 と忠実 を立証 す る

た め で あ っ た 。 す ぐに ラ ン ブ ラ
ー の 記事 の 件 が 持 ち出 され 、 「私 た ちが こ こ

に来 た の は 、 こ の 心 に疼 く苦 しみ を明 らか に す る の に非常 に役 に立 ち ました」
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と ビ トル ス トン は ニ ュ
ー

マ ン に手紙 を書い た 。
ロ ー

マ の 神学者、
ペ ロ ー ネの

忠告 で 、
ニ ュ

ー マ ン は 、 今度何か書 くと きに 、 異議 を唱 え られ た部分 に意識

的 に説明 を加える こ とに合意 した 。 とい うの は 、 イエ ズス 会の 神学者で
、 後

に枢機卿 とな っ た フ ラ ン ツ ェ リ ン が ロ ー
マ 大学の 講義の 中で 、

こ の 記事を神

学的 に告発 した か らで ある 。 1871年ニ ュ
ーマ ン は 『4 世紀の ア リウス 派』の 3

版 を出版 し、 付録 に ノ ー
トV と して 『ラ ン ブ ラ ー』 の 記事 の 省 略版 をの せ 、

フ ラ ン ツ ェ リ ン の 反論に ひ とつ ず つ 反駁 して い っ た 。 もっ と も、 事件は 1867

年セ ン ト ・ジ ョ ン 師に よ っ て 、
ロ ーマ が 満足 す る形で 決着 した よ うに見えた。

　 1871年版の 変更 は更 に意味深 い
。 教 える 教会の 機能が

一
時停止 し、 司教 団

が信仰告 白を し なか っ た とい う非難 を扱 っ て い る箇所 が慎 重 に 改正 され 、 誤

りは 修正 され 、 出典が加え られ 、
い くつ か の 論争上 の 出典 は 伏せ られ て い た 。

聖バ ジ リウス の 迫害 と教 皇ダマ ス ス に よ っ て 疑 わ れ 、 冷た く処 遇 され た こ と

に関 す る言及 は 削除 され た し 、 「教 え る 教会 が い つ の 時代 に も 、 教会 の 不可

謬性の 有効な手段 とは 限 らない 」 とい う主張 も、 信徒 の 耳は 司祭の 心 よ り聖

な る もの だ とい う聖 ヒ ラ リウ ス の 告発 も削除 され た 。

　信 徒 の 信仰 の 証 明は そ れ ほ ど極 端 に縮小 され は しな か っ た が 、 誤 りは 修正

され 、 出典は い っ そ う正 確 に され 、 英語版 か らの 引用 は 伏せ られ 、 重 要 な だ

け に怒 りを駆 り立 て る よ うな文 章を強調す る の は差 し控え られ た 。
ロ

ー
マ の

人々 の 動揺に 関す る い くつ か の 言及 は 省略 され た が 、 抹 消 され た もの で もっ

と も重要 なの は 、 ア リ ウス 派の 迫害が 、
ノ ヴ ァ テ ィ ウス 派 とカ トリ ッ ク教会

との 統 一 を生 み そ うに な っ た とす る 言及で あ る 。 そ の 箇所 は次 の とお りで あ

る 。 「とい うの は こ の 両 方 と も、 神 性 にた い して 同 じ感情 を抱 い て お り、 共

通の 迫害を うける こ とに な っ た の で 、 両教会の 人々 は共 に 集ま り祈 っ た 。 カ

トリ ッ ク 信徒 に は祈 りの 家が な か っ た 、 とい うの は ア リ ウ ス 派の 人々 が教 会

を奪い 取 っ て い たか らで ある 。」

　ラ ン ブ ラ ー の
一

件 は 、
ニ ュ

ー マ ン の 心 に深 く残 っ て お り、 そ こ か ら非常 に
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重 要な二 つ の 教訓 を引 き出 した 。 第
一 は 、 霊 的 、 知 的 な活 力 を獲得す るた め

に カ トリ ッ ク の 司祭 と信徒 に必 要 とされ る 自立 に 関わ る こ とで ある 。 こ の 力

に よ っ て 人々 は時代精神か ら守 られ 、 教会 は改宗者を迎 え入 れ る の に ふ さわ

しい 場 となる 。 布教 聖省体制 が英 国の教 会 を支配 して い る 限 り、
こ の 自立 は

決 して 実現 され ない とニ ュ
ー

マ ン は 考える よ うに な っ た 。

　 「こ の 時代の 教会は 特殊で ある 。 初代で あろ うと中世で あろ うと前 の 時代

に は 、 今お こ な わ れ て い る よ うな極端な中央 集権化 は存在 しなか っ た 。 神学

者個人が何か 自由に言うと別 の 神学者が答 え た 。 論 争が起 きる とその 論争は 、

司教 、 神学者集団 、 また は外国の 大学 に 及ん だ 。 聖座 は最終上 訴の 法廷 に過

ぎなか っ た 。 今や
一

司祭 と して 私が何か を出版す る と 、 布教聖 省が即座 に答

える 。 腕 に そ の よ うな鎖をまか れ て 私 は ど うし て 戦え よ うか 。
ム チ に追い 立

て られ て 戦 うペ ル シ ア 人 の よ うで あ る。 初代や 中世の 学派 に は真 の 個 人 的判

断が存在 した 。 しか し今 や学派 も （宗教 的な 意味 に お い て の ）個人の 判断 も

言論 の 自由 もない
。 即 ち 、知性 の 働 きは ま っ た く存在せ ず 、 前時代の 知的伝

統に よ っ て体制 は 続い て い る だけだ 。 」

　 1859年に シ ン プ ソ ン も同 じこ と を指摘 した が 、
ニ ュ

ー マ ン の 場合は 分 析 を

さ ら にす す め 、 聖 職者 と信徒 それ ぞ れの 働 き と身分の 変化 を 、 特 に フ ラ ン ス

革命の 結果 と した 。 伝統 的に信徒 は聖 職者の 保護者で あ り、 忠告者で あ っ た 、

「私 た ちの 司祭 は フ ォ
ー ブ ル ・サ ン ・ジ ェ ル メ ン の サ ロ ン 風 の 口調 や作 法 と

ボ ス エ や フ ェ ヌ ロ ン を思 わせ る知性 を身 につ けて 帰 っ て きた 。 彼 らは 「自立

した紳士」で あ っ た ＿ ． その 当時 、 主 に個人 の 中に あ っ た力強 さは 、 今で

は 、 規則 と組織 に 求め られ なければ な らない
。 違 っ た 才覚 、 教育 、 生 まれの

聖 職者 が 、 教 区の 統
一
体 、 即 ち絶対的指示へ の 問答無用 の 服従 と行政的統

一

に よ っ て 、 個人の 力不足 を補 わ な ければ な らない 。 」

　 ニ ュ
ーマ ン が 気づ い た よ うに 、 こ の 組織 の行 き着 くと こ ろ は神学的配慮 を

必要 とす る 事柄が 、 外交的に 評価 され る とい うこ とだ 。 即 ち 、 良い 印象 を与
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え る か 、 悪 い 印象 を与 えるか とか 、 苦痛を もた らすか 、 楽 しみ を もた らすか

とい う観点 か ら評価 され た 。 敗北の 報い は もは や決定 的な公 的非難で は な く

て 、 「日陰者の 人生 」 とい う終 わ る こ との な い 挫折 感で あ っ た 。 1863年 に次

の よ うに 書い て い る 、 「布教聖 省 と は 誰か 、 ほ とん ど
一

人 の 頭の 切 れ る 実業

家で 、 昼 も夜 も働 き、 東へ 西へ と仕事 をす ばや く片付 ける 。 」

　 ニ ュ
ーマ ン が 「復権 した」1867年に ロ ー マ で 起 こ っ た こ と を 、 ア ン ブ ロ ー

ズ ・セ ン ト・ジ ョ ン は鮮明 に描 き出 し、 特に 、 あた りは柔 らかい が すぐに か っ

とな る布教聖 省 の 長官 、
バ ル ナ ボ枢機 卿 につ い て の 描写か ら、 ニ ュ

ー
マ ン に

対す る あの 裁定 が納得 され る 。 英 国が 、
こ の ロ ー

マ の 司法権か ら解放 され た

の は 1908年 6月29 日で あ っ た 。 そ の 過去の 事件 は 、 マ ニ ン グ の 朝の ミサ に 出

な か っ た こ とで ニ ュ
ー

マ ン が 教皇 へ の 従川頁さに 欠 けて い る の で は ない か とい

うこ とで あ っ た 。
バ ル ナ ボ は温情 と責任逃 れの 間を揺れ て い た 。

バ ル ナボ は 、

セ ン ト ・ジ ョ ン の 言 うと こ ろ の 率直 な心 情 に動 か され て 、 ある と き 、 「マ ニ

ン グ を一番 よ く知 っ て い るが、 ニ ュ
ー マ ン が好きなの だ」 と言 っ た 。 彼 の 秘

書 の カパ ル テ ィ 司教 は 同 じ見方 を して い て 、 オ ク ス フ ォ
ー

ド大学の カ トリ ッ

ク教徒 の 扱 い 方 に対 す る解決策 は 「告解 を聞 くた め の 良い 司祭 を送 るべ きだ

が 、
ニ ュ

ー マ ン はだ め だ 。 彼 で は 信徒 を助長す る こ とに な る」 で あ っ た 。 セ

ン ト・ジ ョ ン が 口 をは さ もうとするが 、 「こ れ で 全員賛成 だ ね 。 全 て は さよ う

な ら とい う言葉 で 決着 が着 く。 総 大司教 が待 っ て い る の で ね 。 こ れ で 結構 。

今晩 、 枢機卿 に会うの だ ろ う。 」 とい う言葉で 会話は 終了 した 。

　外 交術 の 必要性 と神学 と を識 別 す る こ と に 失敗 した の で 、
ニ ュ

ー
マ ン は 再

度現状の 類似点 を初代教会 に探 す こ とに な っ た 。 こ の こ とか ら ニ ュ
ーマ ン は

二 つ 目の 、 しか も彼 の 宣教 の 目的で あ っ たが 、 前 よ りい っ そ う重要 な教 えを

得た 。

　ア リ ウ ス 派 の 異端の 発展 が 英国国教 会の 発 展 と対応 す る こ と を発 見 して

ニ ュ
ー

マ ン は改宗す る こ と に な っ た 。 教会の 十全性 とい う考 え に 反対す る
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人々 の 態度 の 中 に 、 今度は初代教会の ノ ヴ ァ テ ィ ア ニ ズ ム の 種 が あ る こ とを

彼 は見抜 い た 。 「目下 の 事態は違 っ て は い る が 、 10世紀 と同様疲弊 して い る。

私た ちは 、 初代の 教皇 たちが激 し く戦 っ た異端の ノ ヴ ァ テ ィ ア ニ ズ ム に 落 ち

込ん で い っ て い る 。 世界的 な力 に な る こ とを 目指す よ りも 、 自分 に引きこ も

り、親交 の 範囲 を狭 め 、 思想の 自由を恐 れ 、 戦士 の 高揚 した 精神 を持 っ て 征

服 に で か ける よ りも、将来 に対 して 絶望 と幻滅 の 言葉 しか用い ない
。」 こ の

精神は 、ニ ュ
ーマ ン の 以前の 弟子 、W ．G ．ウ ォ

ー ドに体現 され た 。 彼 は ダブ リ

ン ・レ ビ ュ
ー の 編集者で 、 カ トリ ッ ク信徒 を教育 す る ニ ュ

ー
マ ン の 方 法 と提

案に 対す る批判の 急先鋒で あ っ た 。
ニ ュ

ーマ ン は ウ ォ
ー ドの 中に 、

ニ ュ
ー

マ

ン 自身がオ クス フ ォ
ー ドで 乗 り越 えた最悪 の 福音主義的プ ロ テ ス タ ン テ ィ ズ

ム の 偏狭 さ と不寛容 さ とを再 び体験 して い る よ うに感 じた 。

　 「カ トリ ッ ク教会内で の ノ ヴ ァ テ ィ ア ン や カ トリ ッ ク 教会外で の 国教 会の

福 音主 義者の よ うに 、 あ なた は教 会の 中 に 教会 を作 っ て い る と申し上 げる の

を許 して い た だ きたい 。 彼 らは 「生 きた宗教 」、 生 きた 「教義」 と言い なが

ら 、 その 派の 独特の 言葉をつ かわなけれ ば 「福音 を知 っ て い る」 とは 言わせ

な い し 、 福音 の 説教者 で あ る こ と を認 め な い よ うに 、 あなた 方 もカ トリ ッ ク

教 会内に分 派を作 ろ うと し 、 聖パ ウ ロ の 言葉を借 りれ ば 、 あ な た方の 意見を

教 義 に まで す る こ とで
、 キ リス トを分 裂 させ て い る ．，．． 私は あ なた の 主 義

に対 して で は な く、 分裂 を引 き起 こ す精神 に対 して 、こ こ で 再 び抗議 します 。 」

　 マ シ ュ
ー ・ア ー ノ ル ドも同 じ精神 を分 析 す る 際 、 「プ ロ バ ン シ ア リテ ィ」

と表現 した こ の 狭 さの た め に 、 教会は 全 て の 人々 に 自らを 開かね ば な らない

とい う使命 も果た さ な くな っ て しま っ た 。 そ の 代 わ りに教会 は 、 狭い 世界 に

住 ん で い なが ら、 広い 世 界 に い る と思い こ ん で い る人 々
、 外の 世 界か らの 挑

戦 よ りもい わ ゆ る 「カ トリッ ク 」的雰囲気を好む人 々 、信徒 に 聞 くこ とも個

人の 正 しい 判 断 を許容す る こ と もで きず 、
ニ ュ

ー マ ン が 繰 り返 し述 べ て い る

言葉 を使 えば 「回宗者 の ため に教会 を用意で きない 」人々 を産み だ して い る。
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　以 前か ら兆 しが あ り今や確実 に到来 した暗黒の 時代 に カ トリ ッ ク 思想が

隅 々 まで 十全 に行 きわ た る た め に は
、 知的な信徒 が宗教心 に 富み 、 信心深い

聖 職者が知的で ある こ とが必 要だ と 、
ニ ュ

ー
マ ン は 常々 考えて い た 。 彼 の 大

学や 学校 、 オ ク ス フ ォ
ー ドの 家や 『ラ ン ブ ラ ー』誌へ の 支援な どの 手段 を講

じる こ とが、 自分 の 使命だ と思 っ て い た が 、 そ うは い か なか っ た 。 彼 の 召命

は い っ そ う偉大 な もの で あ っ た 、 即 ち 、 カ トリ ッ ク者 と して の 生 き方 に 対す

る 無関心 、 敵意 、 迫害 、 緩慢 な是認 の 体験 を通 して彼が生涯をか けて培 っ た

理想 の 実現の 証 人 に な る こ と 、 聖人 の 知性 の 実践で あ っ た 。

　 か つ て 道 徳 が グ ラ ッ ドス トン や ア ク トン 、 ア ー ノ ル ドの よ うな大 人物 に

よ っ て 実践 された 時代 とは 違 い 、 消えゆ く確信 が お ぼろ げで 表層 的な姿 にす

ぎない 現代 に あ っ て は 、 聖人 の よ うな高潔 な性 質が と りわ け必 要 とされ て い

る 。 聖 トマ ス ・モ ア に通 じる先見の 明で 、
ニ ュ

ー マ ン は こ の こ とを見 て 、 感

じる こ とが で きた 。 彼 は内的 に 深 く、 熱烈 で 、 高潔 な精神の 持 ち主だ っ た の

で 、 タ ル ボ ッ トの 不正 に ほ とん ど肉体 的な嫌悪感 を示 し、 ジ ロ ウ の 場合 と同

様 、 核 心 に迫 る こ とが で きた 。

　多 くの ニ ュ
ー

マ ン の 写真 を見比 べ て み る と 、 年 を とる に つ れ て 彼の 姿 に苦

しみ が刻 み 付け られ て い る の が わ か る 。 そ の 苦 しみ は キ リ ス トの よ うに 、 魂

を救 うとい う根本的に司祭的な決意 を した人の もの で ある 。 信徒は教 会の 十

全性 に よ りい っ そ う参加すべ きとい う彼 の 主 張 に よ っ て 、 か れ は 司祭的で な

い の で は な くい っ そ う司祭 的で あ っ た 。 1859年の 苦 しみ は 、 魂の 救い を禁 じ

られ た羊飼い の 苦 しみ で ある 。 こ の 非難の 応酬 の 数か 月の 間に 、 彼の 批判者

がそ の 事件 に つ い て 厳密に 考 えす ぎる と非 難 した もう一
人 と同様、彼 につ い

て も 「い まや 高貴な魂は砕 けた」 と言える 。

　しか し 、 その 魂 は 全 て にお い て 完全 に満た され る御方 に おい て 、 また
、 司

祭 と信徒の 協力に お い て 、 また 、 「夜が 明 け 、 明けの 明星 が心 に の ぼ る まで

暗い 部屋 に ラ ン プの よ うに輝 く」あの 光の 証人 と して 、 聖 職者 と信徒 が 、 十
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分 に しか も成 果を度外視 して 、 い っ そ う
一

致 して い こ うと決意 した教会に お

い て満た され るの で ある 。

一 23 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


